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牌難冊聯葦樹l
明
治
は
ひ
と
つ

紫
紺
魂
二
二
〇
年

西
東
京
市
地
域
支
部
長

昭

三

一

年

・

経

営

卒

有
　
賀

茂

明
治
大
学
創
立
一
三
〇
同
年

と
第
四
七
回
全
国
校
友
東
京
大

会
が
本
年
一
一
月
三
日
　
（
文
化

の
日
）
　
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）

数
寄
屋
橋
の
枚
に
明
治
法
律
学

校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
爾

来
躁
星
霜
を
経
て
一
三
〇
年
を

迎
え
ま
し
た
．

創
立
一
三
〇
年
を
節
目
に
全

国
校
友
東
京
大
会
の
開
催
を
決

定
し
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
大

会
実
行
委
自
会
　
（
東
京
五
支
部

長
、
地
域
支
部
長
等
）
　
が
組
織

さ
れ
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。式典

・
講
演
な
ど
は
午
後
一

時
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
で

さ
れ
、
講
師
に
は
㈱
ホ
リ
プ
ロ

最
高
顧
問
「
堀
成
美
」
氏
　
（
昭

和
三
〇
年
商
卒
）
　
の
　
「
い
つ
だ

っ
て
青
春
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
帝
国
ホ
テ
ル
孔
雀

の
間
に
会
場
を
移
し
、
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
ま
で
一
カ
月
、
大
会
の

成
功
は
参
加
人
員
に
か
か
っ
て

お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
参
加
さ
れ
、

母
校
明
癌
大
学
の
原
点
と
創
立

一
三
〇
年
を
宰
感
し
、
建
学
の

柵
神
で
あ
る
「
権
利
自
由
」
　
「
独

立
自
治
一
を
胸
に
、
母
校
の
さ

ら
な
る
発
展
と
創
立
一
五
〇
年

に
向
っ
て
邁
進
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

支
部
長
・
地
域
支
部
長
・

本
節
員
懇
鞍
会
開
催

七
月
三
〇
日
、
本
学
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
に
お
い
て
二
四
〇
名

余
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
向
殿
校
友
会
会

長
、
長
堀
理
事
長
、
納
谷
学
長
の

挨
拶
の
あ
と
報
告
事
項
に
入
る
。

明
治
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
、

第
四
七
回
全
国
校
友
大
会
の
式

典
、
記
念
講
演
、
第
一
四
回
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
及
び

校
友
会
学
生
助
成
等
に
つ
い
て

の
諸
報
告
が
あ
り
こ
れ
を
承
認

し
、
大
会
の
成
功
に
向
け
計
画

を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

引
き
続
き
、
納
谷
学
長
の
「
大
学

改
革
の
課
題
と
展
望
－
教
学
グ

幹
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

昭

四

五

年

・

工

事

幹
事
長
　
武
　
藤
　
道
　
雄

日
ご
と
に
秋
の
深
ま
り
を
感

じ
る
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
事

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
六
月
の
定
時
総

会
で
会
員
皆
様
の
ご
推
挙
を
腹

り
、
幹
事
長
職
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
以
来
三
か
月
西
東
京

市
地
域
支
部
長
、
石
井
、
垂
水

両
副
支
部
長
と
の
打
ち
合
わ
せ

を
皮
切
り
に
、
総
会
後
の
役
員

会
で
は
今
年
度
後
半
の
地
域
支

部
活
動
の
確
認
、
担
当
役
員
の

割
り
振
り
等
の
初
仕
事
に
参
画
、

鋭
意
活
動
し
て
い
る
所
で
す
。

当
地
城
支
部
は
、
六
年
前
の

創
設
時
に
有
賀
初
代
支
部
長
が

掲
げ
た
「
葉
し
き
校
友
会
」
は

見
事
に
花
岡
き
ま
し
た
。

本
年
は
大
学
創
立
一
三
〇
年

で
す
。
年
月
は
永
遠
に
重
ね
ら

れ
ま
す
。
才
長
け
た
会
月
・
役
月

各
位
の
努
力
に
よ
り
創
成
さ
れ

た
当
地
撼
支
双
も
ま
た
今
後
共

に
歩
み
続
け
る
事
で
し
ょ
う
。

幹
事
岳
と
し
て
極
め
て
非
才

で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
貝
は
じ

め
会
員
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
地

域
支
部
活
動
に
反
映
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
棄
し
く
活
発
な
る
西
東
京

市
地
域
支
部
」
　
に
一
枚
の
葉
、

一
本
の
枝
を
つ
け
る
事
が
叶
え

ら
れ
た
ら
望
外
の
喜
び
で
す
。

皆
様
の
力
強
い
ご
協
力
と
ご

教
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
社
会
経
済
の
変
化
な
ど
に

よ
っ
て
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
大
学
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
二
〇
二
〇
の

策
定
内
容
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
閉
会
し
た
。

定
時
代
醜
鼻
総
会
開
催

七
月
三
一
日
、
本
学
リ
バ
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
、
四
八
〇
余
名
が

出
席
し
た
。

聡
会
は
、
向
殿
校
友
会
長
の
挨

拶
、
長
堀
理
事
長
、
納
谷
学
長
、

連
合
父
母
会
長
の
祝
辞
の
後
議

事
に
入
る
。

議
事
は
、
二
〇
一
〇
年
度
会

務
報
告
」
一
〇
一
〇
年
度
決
算
、

二
〇
一
一
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
他
に
つ
い
て
書
濾
決

定
し
た
。

二
〇
一
二
年
開
催
さ
れ
る
全

国
校
友
大
会
は
静
岡
市
、
一
三

年
は
大
分
市
二
四
年
新
潮
市
、

一
五
年
大
津
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

引
き
続
き
役
員
並
び
に
会
長

推
薦
代
議
員
選
任
を
行
い
正
副

会
長
、
支
部
長
、
地
域
支
部
塵

な
ど
が
選
任
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
親
子
凍
三
代
、

兄
弟
三
人
卒
業
生
な
ど
三
組
の

表
彰
の
後
、
」
一
月
三
日
開
催

さ
れ
る
創
立
一
三
〇
周
年
・
第

四
七
回
全
国
校
友
東
京
大
会
及

び
来
年
開
催
の
静
岡
大
会
の
ア

ピ
ー
ル
が
あ
り
陶
会
し
た
。

貫
京
都
北
部
支
部
総
会
開
催

明
治
大
学
校
友
会
東
京
都
北
部

支
部
⊥
荒
川
、
板
橋
、
北
、
豊

島
、
練
馬
、
文
京
の
六
区
及
び

西
東
京
市
で
構
成
）
　
稔
会
が
五

月
二
八
日
、
本
学
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
モ
ン
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

八
六
名
が
出
席
し
た
。

西
東
京
市
地
域
支
部
か
ら
支

部
長
他
一
〇
名
が
出
席
、
第
一

部
の
総
会
は
、
西
東
京
市
地
域

支
沐
武
藤
幹
事
の
司
会
に
よ
り

開
会
、
大
沢
副
支
部
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
、
林
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
紹
介
の
後
議
事
に

入
る
。

議
事
は
、
二
〇
一
〇
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
並

び
に
二
〇
一
一
年
度
事
業
計
画

案
、
同
予
算
案
、
北
部
支
部
役

員
の
選
任
等
に
つ
い
て
審
議
決

定
し
た
。

そ
の
後
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
閉
会
し
た
。

第
二
部
懇
親
会
は
、
有
賀
福

支
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
林

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
あ

り
懇
談
に
入
る
。

年
に
一
度
の
会
只
の
交
流
の

株
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
親
交
を
ふ
か
め
盛

況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

永ここ蘭王子伏叫7月く百、・畔量巨抑刃
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公
開
講
漬
会
（
第
二
回
）
　
六
月
五
日
開
催

歴
史
の
中
の
田
無

講
師
　
増
　
渕
　
和
　
利
氏

元
・
田
無
小
学
校
長
・
明
大
O
B

江
戸
時
代
、
慶
長
一
一
年
～

一
二
年
　
二
六
〇
六
～
七
年
）

の
江
戸
城
大
修
理
の
時
、
石
灰

を
運
搬
す
る
た
め
青
梅
の
成
木

と
江
戸
を
枯
ぷ
街
道
と
し
て
幕

府
公
用
に
よ
り
、
造
ら
れ
た
の

が
青
梅
街
道
で
あ
る
。

幕
府
の
命
令
で
谷
戸
の
馬
を

持
っ
た
農
民
は
街
道
沿
い
に
移

り
住
み
、
石
灰
を
運
ぶ
伝
馬
（
助

馬
）
　
を
務
め
た
。

し
た
が
っ
て
田
無
相
は
継
場

で
あ
っ
て
「
宿
場
」
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
宿
場
は
東
海

道
、
中
山
道
、
甲
州
道
な
ど
五

街
道
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
街
道

（
東
通
、
本
坂
道
、
美
濃
路
な

ど
）
　
に
設
け
ら
れ
た
継
場
を
指

し
、
人
馬
継
立
は
も
ち
ろ
ん
旅

人
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、
通
信

業
務
い
わ
ゆ
る
飛
脚
の
三
つ
の

条
件
を
備
え
て
い
た
。

田
無
村
も
本
陣
、
脇
本
陣
こ

そ
な
い
が
、
五
街
道
の
宿
場
と

比
べ
遜
色
な
い
継
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
巷
で
は
「
宿
」
と
呼
ば

れ
青
梅
街
道
の
宿
場
町
と
し
て

一
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
栄
え
た
。

そ
の
後
、
竃
永
一
八
年
　
八
一

六
四
一
年
）
　
尾
張
徳
川
家
の
御

鷹
揚
と
な
り
、
元
禄
九
年
　
二

六
九
六
年
）
　
田
無
用
水
施
設
、

享
保
二
九
文
　
二
七
一
七
～
四

〇
年
）
　
年
間
に
は
新
田
開
発
が

お
こ
な
わ
れ
、
一
八
世
紀
に
な

る
と
江
戸
、
多
摩
、
新
座
な
ど
各

地
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、

今
甘
の
繁
栄
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

－
1

俳
　
句

昭
三
四
年
・
商
卒

江
原
　
弘
手

機
校
の
木
の
扉
よ
り
秋
の
蝶

東
北
の
芭
蕉
碑
探
索
旅
行
の

所
、
使
わ
れ
て
い
な
い
校
舎
で
、

今
は
廃
校
と
な
っ
て
い
る
小
学

校
で
、
澄
み
切
っ
た
秋
の
空
の

青
の
中
に
不
意
に
現
れ
た
一
羽

の
秋
蝶
は
、
長
い
時
間
の
経
過

と
去
り
ゆ
く
も
の
取
り
残
さ
れ

る
も
の
の
対
比
に
　
「
不
在
も
史

存
在
で
あ
る
」
　
の
哲
学
者
の
論

理
を
思
い
出
し
ま
す
。

蔵
座
敷
六
月
の
凰
吹
き
痩
け
る

川
越
吟
行
時
、
市
内
の
通
り

に
面
し
た
旧
家
の
蔵
座
敷
で
体

感
し
た
も
の
。

特
に
六
月
の
ジ
メ
ジ
メ
し
た

重
た
い
風
が
蔵
の
中
を
通
り
過

ぎ
る
時
、
そ
こ
に
は
一
陣
の
息

が
爽
や
か
に
心
地
よ
く
吹
き
抜

け
る
様
な
「
昔
人
」
　
の
生
活
の

知
恵
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
。

太
陣
の
な
か
な
か
落
ち
ず
バ
リ
酷
暑

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
パ
リ
島
」

は
、
娘
家
族
が
赴
任
し
て
い
た

時
の
強
烈
な
印
象
を
直
感
的
に

と
ら
え
た
一
句
で
す
。

イ
ス
ラ
文
化
出
の
日
常
生
活

は
、
全
て
が
「
祈
り
」
　
の
中
に

あ
り
、
ガ
ム
ラ
ン
音
楽
が
絶
え

ず
流
れ
、
「
古
典
舞
踏
」
　
の
優

雅
な
踊
り
と
人
々
の
感
謝
の
祈

り
、
微
笑
み
は
正
に
極
楽
浄
土

そ
の
も
の
で
す
。

酷
暑
の
中
、
赤
い
太
陽
は
な

か
な
か
落
ち
ず
思
わ
ず
合
掌
し

ま
し
た
。

今
年
度
ハ
イ
キ
ン
グ
の

延
期
に
つ
い
て

三
月
一
一
日
東
日
本
は
未
曽

有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
未
だ
復

興
の
め
ど
も
立
た
ず
に
苦
渋
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が
多
数

お
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

九
月
に
彼
岸
花
の
名
所
「
巾
着

田
と
日
和
田
山
」
　
の
案
も
考
え

ま
し
た
が
、
一
一
月
に
　
「
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
と
明
大
創
立

一
三
〇
周
年
等
の
行
事
が
続
き

ま
す
の
で
、
や
む
な
く
延
期
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
何
字
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

来
年
三
月
初
旬
に
「
吉
野
梅

郷
」
　
（
青
梅
市
）
　
を
中
心
と
し

第5回日帰りバスツアー
城ケ島のご案内

会席料理（昼食）と入浴を楽しみませんか！
会員、ご豪族、友人お誘い合わせの上、
多数のご蓼加をお待ちしております。

◆責鳥目　11月11日（金）

◆封　貴　　会月＆ごま族・会員の友人

◆走　｛　　27も（最小性行人員20も）　中型礪光パス（貸切り1

◆●加雷　　会R＆ご篭族　1人　￥月．000‾

会員の友人　　1人　￥9，・n n q一

戴参加雷には　′くス代（含む有粁遺風）、廉行保険軋　皇食代等

が含まれています。

◆申込月｛10月21】（日）～141ヨ（金）

戒お申し込みの鞍．参加者も．ご住所、連絡先、年齢及びF記の

集合場所をお知らせ下さい。

◆申込先　　垂水（クルミ）　TEL′FAX　昭一4Z3－68訟

取扱時間　10：（氾～17：〔旧

◆●加貴の徽収　　後日担当役目が集金に伺います。

◆集合疇¶及び出発疇蘭

l）西璽京蝿慶旬蔚　　　集合時間　7：35　出発時間　7：引）

2）こもれぴホール腑　　集合時間　7：55　什l焉時間　8：10

◆行　程　　西離京IIi一瞥腰高一大凧PA→城ケ島京恩ホテル

（昼食・入浴）→ぺ崎港（「物）一大属PA一瞥訪島

一匹離京市（帰着・鴨敗）19：00囁（予定）

◆持ち物　　小遣い■常用孤・入浴用只・

西東京市地域支部役員
（平成23年6月5日遭任／任期2年）

役　 攣 名　　 前 断 ・幕 担　　 当

壬 蓼 鼻 1 日■ lt
（S 3 1嘉l十 年）

■ 良

綱吉 鉱 員 中 井 丁
（S 2 4 l政経 卒 〉

幕 任

間 ■ 口 i●次
（S 3 1工 卒 ）

再 任 ハ イキ ン グ

圃 Iエ」■ 弘 雷
（S 3 4－ 年 ）

再 任 レ ク リ ェー シ ョ ン

同 九 lq 百 合l工
（S 32 慮 傘 ）

幕 任 広 線

鴨 ■ 雷 ■ l■ 遍 ●
（S 4 5工 手 ）

再 任 （薪 ）

会　 計 九 ■l 忠 ■
（S 32 連 年 ）

幕 任

l l 小 畑 ■1■チ
（5 3 1連 年 ）

再 任 （断 ）

■l解義 鼻 ■ 水 正 l己
（S■2 文 寧 〉

幕 任 広 雛／ レ ク リェ ー シ ョン

間 石 井 和 正
（S a S文 ヰ ）

幕 任 （簡 ） 広義 ／ ハ イ キ ン グ

■　 ■ ¶日田 ■
（S 4 2 ■ 卒 ）

幕 任 （鵬 ）

l q 桜 井 t ■
（H 8 書寧 〉

幕 任

同 I■■ 義 昭
（S■†エ 年 ）

簡 任

『
i島 田 ■
（S 4 5政 4 年 〉 断 任

岡 曽 】■ 藁 巨
【H 1 8 1■寧 〉

簡 任

E　 董 水 井 ■ 布
くS 38 ｛ 寧 ）

再 任

同
串巧尺千 l土子
は 3 2二丈／ ■l：寧） 幕 任 （断 ）

た
ハ
イ
キ
ン
グ
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
具
体
案
は
新
年
会
の

時
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
　
野
口
・
石
井
）

▲
三
月
一
一
日
の
東
日

本
大
震
災
に
続
く
福
島

原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
の
広
が
り
。

未
曽
有
の
災
害
発
生

か
ら
半
年
が
遇
ぎ
て
も
、

未
だ
復
興
の
見
通
し
の
立
た
な

い
現
状
に
い
ら
だ
ち
を
覚
え
ま

す
。一
万
、
七
月
の
日
本
海
豪
雨

に
続
く
二
一
号
台
風
の
集
中
豪

雨
と
改
め
て
自
炊
…
猟
書
の
価
さ

を
感
じ
ま
す
。

今
こ
そ
国
を
挙
げ
て
復
興
に

向
け
て
指
針
を
示
し
、
一
目
も

早
い
復
興
と
安
心
し
て
生
活
で

き
る
社
会
環
境
を
創
る
べ
き
で

す
。私
た
ち
の
親
兄
弟
は
、
絶
後

の
荒
廃
の
中
か
ら
復
興
さ
せ
、

今
日
の
隆
盛
を
成
し
迷
げ
ま
し

た
。
自
然
と
の
闘
い
は
決
し
て

容
易
で
は
な
い
が
、
今
こ
そ
骨

の
知
恵
を
出
し
合
い
、
立
ち
向

う
力
こ
そ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
い
つ
つ
・
・

（
T
・
Ⅰ
記
）


